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１．はじめに

一之江境川親水公園

船堀駅

：対象（約95ha）

（船堀１丁目～６丁目）

船堀駅周辺地区は、昭和58（1983）年の都営新宿線船堀駅開業以降、都内初の

地区計画により公共空間の確保や商業・工業・住宅が混在する地区特性を活かしな

がら、安全でにぎわいと活力あるまちを形成してきました。さらに船堀グリーン

ロード、区のシンボル施設であるタワーホール船堀、江戸情緒ある街並みで桜の名

所となった新川等が整備され、地域の魅力がより一層高まりました。

本区は、平成31年3月に20年先を見据えたまちの将来像を示す「都市計画マス

タープラン」を改定し、区役所本庁舎建設に併せた船堀駅周辺のまちづくりを位置

づけています。さらに、令和2年１月より国・東京都は『災害に強い首都「東京」

の形成に向けた連絡会議』により大規模洪水や地震等による被害回避に向けた防災

まちづくりについて検討を行っています。

これらを踏まえ、本区は、本地区の将来像の実現に向けて、より具体的な検討を

行っていくため、「船堀駅周辺地区まちづくり基本構想」をとりまとめました。

今後は、地域のみなさまと話し合いを重ね、まちづくりの対象エリアや実施時期

を見据えるとともに、対象エリアの整備方針を定めるなど、当構想の実現を目指し

てまいります。

－１－



２．位置づけ

（１）船堀駅周辺地区まちづくり基本構想の位置づけ

本構想は、江戸川区都市計画マスタープランの将来像を実現するために、より

具体的な船堀駅周辺地区のまちづくりの方向性を示すものです。今後は本構想に

基づき、地区のまちの将来像実現に向けて、方向性の検討、個別の都市計画の

決定や変更を行います。

船堀駅周辺地区まちづくり基本構想

用途地域、高度利用地区、地区計画、都市施設、
市街地開発事業 等

－２－

※江戸川区都市計画マスタープランを基に作成

・まちづくりの具体な方向性（まちづくり基本計画）

・個別の都市計画の決定・変更



－３－

船堀駅周辺
行政・防災の中心

（２）江戸川区都市計画マスタープランにおける本地区の位置づけ

【全体構想】

船堀駅周辺は、４つの将来都市像を実現するための将来都市構造において、

「行政・防災の中心」に位置づけられています。本地区は、行政機能の移転

に併せて、商業、業務、文化、居住機能等の集積を誘導するとともに、災害

時には区全体の防災活動の中枢としての役割を担います。

全体構想
（将来都市構造図）

※江戸川区都市計画マスタープランを基に作成



－４－

【地域別構想〔葛西地域（北部）〕】

葛西地域（北部）の主要方針として、「区役所本庁舎建設に併せた船堀駅

周辺のまちづくり」と「新川沿川でのまちづくり」が示されています。

まちづくり方針図

区役所本庁舎建設候補地

※江戸川区都市計画マスタープランを基に作成

（３）東京都の計画（都市づくりのグランドデザイン）における本地区の位置づけ

本地区は、「中枢広域拠点域内」に位置しています。中枢広域拠点は、おおむね

環状７号線の内側の区域で、2040年代には、多様な特色を有する拠点が数多く形

成されそれぞれが個性を発揮するとともに、緑豊かで潤いのある複合市街地が広

がり、充実した鉄道ネットワークに支えられ、魅力的な居住生活の実現を目指し

ています。

また、都市づくりのグランドデザインで示した都市像を着実に進めていくために

策定された新しい都市づくりのための都市開発諸制度活用方針において、本地区

は「活力とにぎわいの拠点地区」に設定されています。活力とにぎわいの拠点地

区は、中枢広域拠点内で、鉄道乗車人員の特に多い駅周辺等に商業、文化、交流

等、地域の活力やにぎわいを生み出す多様な都市機能の集積を図ります。



－5－

（４）『災害に強い首都「東京」形成ビジョン』における本地区の位置づけ

近年、令和元年東日本台風など激甚な水害が発生しており、本区においても、史

上初となる避難勧告の発令に至りました。

陸域の約７割が海抜ゼロメートル地帯である本区において、本地区は荒川左岸が

決壊した場合、3～5mの高さで浸水被害が発生し、浸水継続時間も２週間以上とな

ることが想定されています。

気候変動の影響による降雨量の増加や海面水位の上昇により、更なる水害が激甚

化・頻発化することも今後予想されており、これらへの対応は喫緊の課題となって

います。

このような中で、大規模洪水等による壊滅的な被害の発生を回避できるよう、

ハード・ソフト両面から防災まちづくりを強力に推進するため、令和２年１月に国

と東京都が『災害に強い首都「東京」の形成に向けた連絡会議』を設置し、同年12

月に『災害に強い首都「東京」形成ビジョン』を公表しました。

本ビジョンでは、建築物の上層階に避難スペース等を確保し、それらを想定され

る浸水深よりも高い位置にあるデッキ等で面的・線的につないだ建物群を創出する

ことで、災害時における命の安全と最低限の避難生活水準を確保する「高台まちづ

くり」の考え方が示され、本地区は、高台まちづくりを実践するためのモデル地区

に位置づけられました。

避難スペース

電源等

公共施設 民間ビル

堤防

排水施設

鉄道駅

河川
通路

＊「災害に強い首都「東京」形成ビジョン【概要版】(R2.12.15)」を参考に編集

江戸川区水害ハザードマップ

（令和元年5月発行）
「高台まちづくり」のイメージ

構想区域内は
2階浸水想定
(3～5m未満)



３．現状と課題、主な方向性

（１）本地区の概況は以下のとおりです。

・人口は平成16（2004）年の85,176人から、令和２（2020）年には92,273人に増加し、

概ね増加傾向にあります。（図表１）

・船堀駅乗車人員は、平成20（2008）年の28,093人から平成30（2018）年には32,364人

となっており、増加傾向にあります。（図表２）

－6－

平成28年区部土地利用現況調査（GISデータ）より

【図表２ 船堀駅乗車人員（一日平均）の推移】

※図表１・２・３は、江戸川区都市計画マスタープランをふまえ作成

・土地利用現況は、船堀駅を中心に専用商業施設や集合住宅が集積し、その周辺は、

独立住宅や工場等の土地利用が図られています。（図表３）

（人）

28,093人

32,364人

統計江戸川より

【図表１ 人口の推移】

【図表３ 土地利用現況図】
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※住民基本台帳をもとに作成（各年10月１日時点）
※平成24（2012）年以降の数値は住民基本台帳法の
改正により外国人を含む



－7－

大規模都有地の創出

⇒新庁舎建設を含めた
土地利用の再編

交通渋滞の発生

⇒交差点改良等による渋滞緩和

都営住宅の集積

⇒建物老朽化に伴う
新たな土地利用の
検討

大規模団地の集積

⇒良好な住環境の維持

住宅が密集する市街地の存在

⇒まちづくり事業による
防災性の強化

日常生活機能の不足

⇒日常利便施設の誘導

低利用地の存在

⇒建物老朽化の更新に併せ
た交通結節機能の強化と
新たな土地利用の検討

幹線道路による駅との分断

⇒駅とのつながり強化

歩行者と車の交錯

⇒駅と道路空間の再編による
安全な歩行空間の確保

乗降客数の増加

⇒駅利用者の利便性向上

地区計画によるまちの成熟

⇒歩行者の回遊性強化と
みどりのつながり確保

住宅と工場の混在

⇒安全でゆとりある
共存環境の確保

（２） 以下は、本地区の現状と課題、課題解決に向けた今後の検討の主な方向性を

示しています。

水害リスク

⇒高台まちづくり
の実践

船堀駅

住宅と工場の混在

⇒良好な共存環境の確保

集積される多様な施設への訪来者増加

⇒区内各地区からのアクセス強化



区の中心として、資源と人のつながりが
未来を支えるにぎわいのあるまち

【基本目標】

◆未来を支える活気とにぎわいがあり、だれもが

安全・安心に過ごせるまちの形成

◆多様な人々がつながり「多文化共生社会」を

実現するまちの形成

◆わくわくする暮らしと個性が光るまちの形成

◆歴史ある水の流れとみどりが彩りを添えるまちの形成

【まちづくりの方針】

◆多様な都市機能の集積と適正な高度利用の実現

◆行政機能移転を踏まえた防災活動拠点の形成

◆まちづくり事業による防災性強化

◆各地区からのアクセスの充実と駅前広場機能の強化

◆平常時の回遊機能と浸水時の避難路機能を備えた

施設等の整備

◆船堀駅周辺と新川を繋ぐ、快適でにぎわいを生む

回遊空間の形成

まちのにぎわいゾーン
（平常時）
船堀駅を中心として、人が集

まり、にぎわいのある商業・

公共施設、住宅が集積する

中高層市街地を形成

みどり豊かな居住ゾーン
中高層住宅と低中層住宅が
共存しみどり豊かで安全な
市街地を形成

住まいと工場の共存ゾーン
中層共同住宅と工場が共存し、
調和した特色ある市街地を形成

歴史とみどりの景観ゾーン
新川の歴史を感じる空間や、
一之江境川親水公園の自然と
ふれあえる空間に調和する
良好な景観市街地を形成

沿道生活利便ゾーン

個性豊かな店舗が立地する、
低中層の店舗併用住宅を
中心とした市街地を形成

沿道商業軸
みどりを中心とした歩行空間を
創出し、飲食・商業施設が立地
する中高層市街地を形成

沿道防災軸
商業・業務施設と共同住宅
が複合して建ち並び、災害時
には広域的な避難路となる
中高層耐火市街地を形成

今後の具体的なまちづくりの進展により、変更になる場合があります

－目指すべき将来像－

防災機能集積ゾーン
（災害時）
浸水時の避難機能や最低限の

避難水準の確保、社会経済活

動の一定程度の継続を可能と

する市街地の形成
－８－

船堀駅

A

C

B

E

D

A

B

B

C

C

E

E

D

E

E

A

区域面積：約95ha

：多様な都市機能の集積
（商業・公共・居住等）

：交通結節機能の強化

：南北連携の軸

：船堀街道を軸とした
水とみどりと歴史の共生

：地区計画〔※１〕

：スーパー
堤防計画〔※２〕

：回遊と避難路〔※３〕
(デッキと建物群の接続)

※１：都市計画法に基づき、良好な環境の街区を整備・保全するため
に定める計画です。当地区には３つの地区計画を策定済みです

※２：通常の堤防に比べ幅が広いスーパー堤防は、地震や洪水による
被害から街を守ります。

※３：歩行者デッキと建物群の接続によって、平常時の回遊性と水害
時の避難路を確保します



船堀駅周辺地区まちづくり基本構想
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目標）」の略称です。17の目標と169のターゲットから構成されており、
「誰一人取り残さない」社会の実現に向けて、経済、社会、環境の３つ
の側面のバランスの取れた持続可能な開発を目指しています。
江戸川区は、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の実現に
向けてＳＤＧｓに積極的に取り組んでいます。


